社援総発0621第1号
平成23年6月21日
岩手県、宮城県、福島県
栃木県、茨城県、千葉県、長野県災害救助担当主管部(局)長殿
厚生労働省社会・援護局総務課長

東日本大震災に係る応急仮設住宅について(その3)
応急仮設住宅の設置については、「東日本大震災に係る応急仮設住宅について(平成23年4月15日社援総発0415第1号本職通知)」により、できる限り、浴室・便所等に手すりを設置するなど物理的障壁の除去された(バリアフリー)仕様となるよう配慮されるようお願いしているところですが、改めて下記の点につき御留意をお願いします。
なお、管下政令指定都市及び中核市並びにその他の市町村に対して、下記内容に関する情報提供を併せてお願いします。
記
1.応急仮設住宅のバリアフリー化について
これまで建築された応急仮設住宅の中には、高齢者や障害者等の入居者のための手すりやスロープなどの設置、浴槽を利用する際の段差への配慮や応急仮設住宅周辺の簡易舗装が不十分なケースもあるとの指摘もあることから、改めてこの点に御留意いただくとともに、必要な場合には完成後に簡易スロープや踏み台の設置等のバリアフリー化の補修や応急仮設住宅敷地内通路を砂利敷きから簡易舗装化する場合についても相当な経費が国庫負担の対象となります。
2.地域の特性に応じた仕様について
[bookmark: _GoBack]暑さ寒さ対策として必要な場合の断熱材の追加や二重ガラス化、利用者の希望に応じた畳や建具の後付け、日よけ、強風地域での強風対策としての風除室の設置等、地域や入居者の実情に応じて追加的に対応した場合に必要となる相当な経費の増加額についても国庫負担の対象となります。

ŽÐ‰‡‘�”­


0621


‘æ


1


�†


 


•½�¬


23


”N


6


ŒŽ


21


“ú


 


ŠâŽèŒ§�A‹{�éŒ§�A•Ÿ“‡Œ§


 


“È–ØŒ§�Aˆï�éŒ§�A�ç—tŒ§�A’·–ìŒ§�ÐŠQ‹~�•’S“–ŽåŠÇ•”


(


‹Ç


)


’·“a


 


Œú�¶˜J“­�ÈŽÐ‰ï�E‰‡Œì‹Ç‘�–±‰Û’·


 


 


“Œ“ú–{‘å�k�Ð‚ÉŒW‚é‰ž‹}‰¼�Ý�Z‘î‚É‚Â‚¢‚Ä


(


‚»‚Ì


3)


 


‰ž‹}‰¼�Ý�Z‘î‚Ì�Ý’u‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í�A�u“Œ“ú–{‘å�k�Ð‚ÉŒW‚é‰ž‹}‰¼�Ý�Z‘î‚É‚Â‚¢‚Ä


(


•½


�¬


23


”N


4


ŒŽ


15


“úŽÐ‰‡‘�”­


0415


‘æ


1


�†–{�E’Ê’m


)


�v‚É‚æ‚è�A‚Å‚«‚éŒÀ‚è�A—�Žº�E•Ö�Š“™‚É


Žè‚·‚è‚ð


�Ý’u‚·‚é‚È‚Ç•¨—�“I�á•Ç‚Ì�œ‹Ž‚³‚ê‚½


(


ƒoƒŠ


ƒAƒtƒŠ�[


)


Žd—l‚Æ‚È‚é‚æ‚¤”z—¶‚³‚ê‚é‚æ


‚¤‚¨Šè


‚¢‚µ‚Ä‚¢‚é‚Æ‚±‚ë‚Å‚·‚ª�A‰ü‚ß‚Ä‰º‹L‚Ì“_‚É


‚Â


‚«Œä—¯ˆÓ‚ð‚¨Šè‚¢‚µ‚Ü‚·�B


 


‚È‚¨�AŠÇ‰º�­—ßŽw’è“sŽs‹y‚Ñ’†ŠjŽs•À‚Ñ‚É‚»‚Ì‘¼‚ÌŽs’¬‘º‚É‘Î‚µ‚Ä�A‰º‹L“à—e‚ÉŠÖ


‚·‚é


�î•ñ’ñ‹Ÿ‚ð•¹‚¹‚Ä‚¨Šè‚¢‚µ‚Ü‚·�B


 


‹L


 


1.


‰ž‹}‰¼�Ý�Z‘î‚ÌƒoƒŠƒAƒtƒŠ�[‰»‚É‚Â‚¢‚Ä


 


‚±‚ê‚Ü‚ÅŒš’z‚³‚ê‚½‰ž‹}‰¼�Ý�Z‘î‚Ì’†‚É‚Í�A�‚—îŽÒ‚â�áŠQŽÒ“™‚Ì“ü‹�ŽÒ‚Ì‚½‚ß‚ÌŽè


‚·‚è


‚âƒXƒ��[ƒv‚È‚Ç‚Ì�Ý’u�A—�‘…‚ð—˜—p‚·‚é�Û‚Ì’i�·‚Ö‚Ì”z—¶‚â‰ž‹}‰¼�Ý�Z‘îŽü•Ó‚Ì


ŠÈˆÕ•Ü‘•


‚ª•s�\•ª‚ÈƒP�[ƒX‚à‚ ‚é‚Æ‚ÌŽw“E‚à‚ ‚é‚±‚Æ‚©‚ç�A‰ü‚ß‚Ä‚±‚Ì“_‚ÉŒä—¯ˆÓ‚¢‚½‚¾


‚­‚Æ‚Æ‚à


‚É�A•K—v‚È�ê�‡‚É‚ÍŠ®�¬Œã‚ÉŠÈˆÕƒXƒ��[ƒv‚â“¥‚Ý‘ä‚Ì�Ý’u“™‚ÌƒoƒŠƒAƒtƒŠ�[‰»‚Ì


•â�C‚â‰ž


‹}‰¼�Ý�Z‘î•~’n“à’Ê˜H‚ð�»—˜•~‚«‚©‚çŠÈˆÕ•Ü‘•‰»‚·‚é�ê�‡‚É‚Â‚¢‚Ä‚à‘Š“–


‚ÈŒo”ï‚ª�‘ŒÉ•‰


’S‚Ì‘Î�Û‚Æ‚È‚è‚Ü‚·�B


 


2


.


’nˆæ‚Ì“Á�«‚É‰ž‚¶‚½Žd—l‚É‚Â‚¢‚Ä


 


�‹‚³Š¦‚³‘Î�ô‚Æ‚µ‚Ä•K—v‚È�ê�‡‚Ì’f”M�Þ‚Ì’Ç‰Á‚â“ñ�dƒKƒ‰ƒX‰»�A—˜—pŽÒ‚ÌŠó–]‚É‰ž


‚¶‚½


�ô‚âŒš‹ï‚ÌŒã•t‚¯�A“ú‚æ‚¯�A‹­•—’nˆæ‚Å‚Ì‹­•—‘Î�ô‚Æ‚µ‚Ä‚Ì•—�œŽº‚Ì�Ý’u“™�A’nˆæ


‚â“ü‹�


ŽÒ‚ÌŽÀ


�î‚É‰ž‚¶‚Ä’Ç‰Á“I‚É‘Î‰ž‚µ‚½�ê�‡‚É•K—v‚Æ‚È‚é‘Š“–‚ÈŒo”ï‚Ì‘�‰ÁŠz‚É


‚Â


‚¢‚Ä‚à�‘ŒÉ


•‰’S‚Ì‘Î�Û‚Æ‚È‚è‚Ü‚·�B


 




社援総発 0621 第 1 号   平成 23 年 6 月 21 日   岩手県、宮城県、福島県   栃木県、茨城県、千葉県、長野県災害救助担当主管部 ( 局 ) 長殿   厚生労働省社会・援護局総務課長     東日本大震災に係る応急仮設住宅について ( その 3)   応急仮設住宅の設置については、「東日本大震災に係る応急仮設住宅について ( 平 成 23 年 4 月 15 日社援総発 0415 第 1 号本職通知 ) 」により、できる限り、浴室・便所等に 手すりを 設置するなど物理的障壁の除去された ( バリ アフリー ) 仕様となるよう配慮されるよ うお願 いしているところですが、改めて下記の点に つ き御留意をお願いします。   なお、管下政令指定都市及び中核市並びにその他の市町村に対して、下記内容に関 する 情報提供を併せてお願いします。   記   1. 応急仮設住宅のバリアフリー化について   これまで建築された応急仮設住宅の中には、高齢者や障害者等の入居者のための手 すり やスロープなどの設置、浴槽を利用する際の段差への配慮や応急仮設住宅周辺の 簡易舗装 が不十分なケースもあるとの指摘もあることから、改めてこの点に御留意いただ くととも に、必要な場合には完成後に簡易スロープや踏み台の設置等のバリアフリー化の 補修や応 急仮設住宅敷地内通路を砂利敷きから簡易舗装化する場合についても相当 な経費が国庫負 担の対象となります。   2 . 地域の特性に応じた仕様について   暑さ寒さ対策として必要な場合の断熱材の追加や二重ガラス化、利用者の希望に応 じた 畳や建具の後付け、日よけ、強風地域での強風対策としての風除室の設置等、地域 や入居 者の実 情に応じて追加的に対応した場合に必要となる相当な経費の増加額に つ いても国庫 負担の対象となります。  

